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’
九
五
○
年
（
昭
和
二
五
）
四
月
に
は
、
機
械
工
学
科
、
電
気
工
学
科
、
建
設
工
学
科
、
経
営
工
学
科
の
四
学
科
か
ら
な
る
新
制
工
学
部
が
富
士
見
の
六
角
校
舎
等
の
一
部
を
借
用
し
て
開
設
さ
れ
た
。
し
か
し
、
工
業
専
門
学
校
の
在
学
生
が
残
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
授
業
が
習
志
野
の
校
舎
で
も
つ
づ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
最
後
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
の
は
、
翌
一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
）
三
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
航
空
専
門
学
校
か
ら
七
年
と
い
う
専
門
学
校
の
短
い
歴
史
は
終
焉
し
た
。
習
志
野
の
校
舎
の
廃
校
に
伴
な
い
、
図
書
館
津
田
沼
分
室
も
同
様
に
廃
止
と
な
り
富
士
見
の
本
館
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
現
在
の
小
金
井
図
書
館
に
は
、
航
空
専
門
学
校
時
代
か
ら
の
蔵
書
が
一
部
残
こ
さ
れ
て
い
る
が
、
津
田
沼
分
室
が
所
蔵
し
て
い
た
図
書
資
料
は
約
六
、
四
四
○
冊
で
あ
っ
た
。
こ
の
図
書
資
料
は
、
そ
の
後
富
士
見
、
麻
布
、
そ
し
て
小
金
井
へ
と
移
転
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
一九四八年（昭和一一三）に入ると戦後の学制改革が実施された。本学でも工学部昇格に向けての大変な努力がは
ら
わ
れ
、
こ
の
過
程
で
教
員
の
増
員
、
設
備
の
充
実
が
は
か
ら
れ
た
。
こ
の
年
本
学
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
石
岡
の
旧
筑
波
工
業
専
門
学
校
（
石
岡
分
室
か
ら
も
図
書
を
移
転
す
る
な
ど
の
申
請
準
備
作
業
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
七
月
申
請
の
結
果
は
保
留
と
さ
れ
、
昇
格
認
可
が
下
り
る
の
は
翌
一
九
四
九
年
（
昭
和
二
四
）
の
再
申
請
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
、
幾
つ
か
の
条
件
が
付
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
前
提
が
富
士
見
校
舎
へ
の
移
転
計
画
で
あ
っ
た
。
授
業
は
川
崎
木
月
の
予
科
校
舎
を
使
用
し
て
い
た
の
で
、
予
科
学
生
の
復
学
に
伴
な
い
施
設
が
手
狭
と
な
っ
た
た
め
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
一
一
）
四
月
、
千
葉
県
習
志
野
に
移
転
し
た
。
場
所
は
津
田
沼
駅
か
ら
五
キ
ロ
程
入
っ
た
荒
涼
た
る
と
こ
ろ
で
、
陸
軍
施
設
払
い
下
げ
の
旧
騎
兵
学
校
校
舎
を
購
入
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
木
月
時
代
の
機
械
科
と
電
気
科
に
、
新
し
く
建
築
科
を
増
設
し
て
出
発
し
た
。
こ
こ
に
開
設
さ
れ
た
図
書
館
は
、
津
田
沼
分
室
と
称
さ
れ
た
。
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工学部設置認可の条件の中には、工学部専用校舎の建設、さらに図書の追加補充のことなどが指摘されていた。
そのため富士見校地に新校舎の建設が一曰｜は計画されたが実現には至らず、二年後の一九五一一年（昭和一一七）麻布
一一一の橋にあった麻布校舎（別名一一一の橋校舎）に移転することが決定された。この前年、中央労働学園大学を吸収合
併
し
、
本
学
社
会
学
部
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
校
舎
を
共
同
使
用
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
図書館麻布分館は一九五一年（昭和二六）八月に開設された。場所は校舎の一一階端で、閲覧室の広さは一一十一坪
五
十
席
で
あ
っ
た
。
初
代
分
館
長
は
社
会
学
部
逸
見
重
雄
教
授
で
あ
る
。
移
転
当
初
は
前
年
度
か
ら
川
崎
木
月
校
舎
で
一
年
次
生
の
授
業
を
行
っ
て
い
た
の
で
、
麻
布
で
の
授
業
は
二
年
次
生
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
｜
貴
縦
割
り
教
育
の
必
要
性
が
強
く
叫
ば
れ
、
’九五三年度（昭和一一八）からは、｜年から四年までの一貫教育が麻布校舎で実現する運びとなった。この時の工
学
部
の
学
生
数
は
、
昼
間
七
九
七
名
で
あ
る
。
工
学
部
は
、
第
一
工
業
高
等
学
校
と
一
緒
に
移
転
し
た
の
だ
が
、
加
茂
正
雄
文
庫
一
万
冊
、
本
館
所
蔵
の
工
学
関
係
図
書
四
五
三
冊
が
麻
布
分
館
に
移
管
ざ
れ
補
充
さ
れ
た
。
こ
の
年
、
富
士
見
校
地
に
大
学
院
棟
（
五
三
年
館
）
が
完
成
し
、
人
文
系
学
部
を
集
中
さ
せ
る
大
学
の
方
針
に
基
づ
き
、
社
会
学
部
が
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
○
）
四
月
に
富
士
見
校
舎
に
移
転
し
た
。
こ
の
結
果
、
麻
布
分
館
は
工
学
部
の
図
書
館
と
な
り
閲
覧
室
も
後
に
見
る
よ
う
に
拡
張
さ
れ
た
。
し
か
し
、
財
産
目
録
の
作
成
が
終
了
し
た
協
調
会
文
庫
六
万
冊
が
五
月
に
移
設
さ
れ
た
た
め
、
麻
布
に
残
っ
た
図
書
資
料
は
工
学
関
係
を
中
心
に
見
劣
り
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
工
学
部
の
初
代
分
館
長
に
は
千
葉
茂
太
郎
教
授
が
就
任
した。 （
２
）
麻
布
校
舎
と
図
書
館
麻
布
分
館
の
利
用
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